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濟
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に
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仏
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。
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古
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。
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燶
系
に
.
.科
學」

' 

‘の
名
を
冠
す
る
だ
け
み
ら
未
だ
し
も
、
彼
は
i
fe
に

滿

足

せ

中

.、

:̂
爾
命
:0
;
}
#ゆ
«

會
主
義
を
擧
げ
で--
.
'空

想

—
と
貶
 

•か
な
か
つ
た
。M
今
.、
，マ
ル
キ
シ
ズ
ム
と
言
へ
.ば
、
科
學
的
社#-
. 

>

主
:®
切

-̂
务
詞
士
な
飞
ぞ.の
.他

は

繁
;<
'

空
顧
的
社
會
主_
の
.
一：

「

語
へ
'
 

:
:
;、で

片

咐

：
け

右

れ

；
て

::
:
1,
.^

、っ̂1
貢

ふ

最
^

^

不
文
の
傅
統
.が、，
',
 

へ
い
つ
し
か
出
來-J
-
lつ
て
.

今

日

で

は

、
れ
-̂
疑
ふ
も
の
す
ら
殆
ど
，

無
わ
と
言
ふ
有
様
に
な
つ
で
レ
ま
つ
亿
。
 

.

- 

■ 

-* 

;
• 

: 
■
 
\ 

.
 

: 

•
: マ
.......

し
-
.
-
-
:
,
.
.
.
. 

.

.

.

.

.

所
が
、
自
分
の
思
想
^
系
を
•

「

科
®」

X
■は
.「

科
學
的」

J

0
 

P

、
他

を「

斧
想」

X -
は

「

空
想
的」

‘
と
^
し
?:
人
は
決
し
.て
マ
，
 

ル
ク
ス
に
始
る
名
^
で

は

宄

く

彼

以

前

に

^

決

し

て

少

く

な

い

ゾ 

:ン「

至

：る

所

に

自

分

を

誰

々

.し
く

見
.せ
よ
ぅ
と
：す
る
人
々
が
あ
る
o
t 

し <

 
ゲ
ー
テ〕

そ
し
て
無
論
マ
ル
ク
ス
も
そ
の 
一
A-
で
あ
る
が
、
彼
は
，
 

そ
の
點
で
は
寧(

後
頷
で
あ
ク
た
。

.

’ 
：

：

私
は
、「

自
分
を
華
々
し
ぐ
兄
せ
よ
ぅ」

と
し
た
マ
ル
ク
ス
の
先 

部
を
ソ 

'ラ.y
.ス
社
會
±-
義
.に
見
出
す
。‘
.
.
分
：シ

,
シ
：■モ
ン
や
オ
1 

;
工
ン
と
共
に
三
大
ユ
ト
ビ
ヤ
ン
と
言
は
れ
て
ゐ
る
シ
々
ル
ル
•
フ 

1
リH

が
®
ち
こ
れ
で
'̂

る
。
彼

位「

科
學」

を
#
筑
U
、
熱)

愛
' 

,
、
し
た
人
む
少
な
い
。
彼
の
科
學
禮
.評
议

狂

信

的

で

あ

つ
?:
。
'
旅
は 

/
自

ら
.を
ft
會

的

世
^
に

於

け
•る
，
ピ

ク

ゴ

ラ_ス
、

ケ
^
レ
ル
、、
コ
ぺ 

ル
モ
ク
ス
、
二
ュ
ー
ト
、

S

に
擬
し
た
。
フ
ー
リ
エ
は
'|
|
1已
0
擧
說 

0
中

に「

空
想」

务
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ユ
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あ
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受
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.
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。
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檢
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翁
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猿
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あ
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滞
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^
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^

.も
の

で

あ

つ

て

、
、
決

じ

て

單

に

プ

a 
>レ
タ
ヾ
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も
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ヤ
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れ
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憤
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ロ
レ
タ
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レ
タ
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恐
る
ベ
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あ
つ
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衆
が
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き
、♦■
せ
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る
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す
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は
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級
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レ
タ
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ダ
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さ
れ
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。
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；

ex 

,、
ら

別

伽

の

，
集

圈

を

な

し

で

"
特
敗

0
,仲
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^
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。
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ボ
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熱
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叨
し
、
ス
テ
フ
ァ
ン
•
フ
ラ
シ
ャ
ー
次
■ア
ベ

•

シ—H 

1
ス
の
故
知
日
‘
倣
つ
，て
、
Q
a
e
s
rh
'̂
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^

^
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榇
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狨
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總
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リ
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は
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岡
^
を
說
^
な
い
。
プ
ロ
レ
タ

.リ
ヤ
と
资
承
と

^
社

.#
改
造

‘

,

ル
ル
•キ

U
ス
は
ロ
ォ
レ
ン
•ツ*

フ/
V
.

シ
ス
タ
イ
ン
の
著「

現
代

V

ー1
./"
;
フ
ラ
•ン
穴
の
社
會
屯
義
士
共
產
生_
匕
>

評
す
か
に
赏
つ'て

！：

シ

. 

v  

メ'̂
M':」

^:
”
.̂
...
:-;-
-
-:
:
. '
:̂
■v
:
v '「

'.
v
;,
!
.r̂
?,
-'
(,
:v:
r>>
'M
■も
.'
-
v.v'
;
i:
r

へ'■'
ざ

■■
:

.

,

A:
-
-?

へ

t r  /  

k
丨
マ
，
ル

ダ

ス

的

思

姐

の

系

譜

/
て
，
.
.
:
.
バ

'/
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が
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つ-て

ゐ

、
る

の

が

、

私

の

知
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。
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又
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總
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.
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を
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；
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：.

ン
は
'屢
_々
■ブ
.,

ヘ
ル
ぶ
.は
ヮ

選

'̂
:
.
_把.1>
ダ
命
ャ
：階
級
§
間

ゅ

蔬

^
載

茶

私

寒

.
； 

も
■

々

暑

圖
■

對

し

眷
_

瓜
.，目
.

篇

は

ー

暴

平

和

:^
-
^
^

あ
る
卜
生
眼
し
た
？
デ
ル'1
F-
'

ン
に
と
つ
て
、
，
.社
命
問
題
は
、
單 

に
ブ
ル
ジ
ワ
ジ
ィ
ぃ
に
依
る
プ

z

レ
^

P
ヤ
の
_
取
と
い
ふ
が
如
 

き
琪
實
に
限
ら̂
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搾
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。
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